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報告書要点

⽬的・⽬標に対する成果

＜⽬的②＞
地域の祭りの趣きを感じその⼤切さを体感するとともに、地域における本質的
な価値を感じてもらい、それに留まらず、海に囲まれた離島地域でのつながり
の重要性とコミュニティのあり⽅を考え、⾏動変容のきっかけとしてもらうこと

＜⽬的①＞
海にまつわる物語を持つ祭りでの体験や、祭の担い⼿や移住者など地元の
⽅々との交流を通じて、海への好奇⼼を⾼めてもらうこと

今回の参加者が多様性に富んで（学部や国籍等）おり、振り返り会ではそれぞれ独⾃の
視点で佐島の海について発⾔していた
当プログラムを経て、⾃分の関⼼のある分野と海を結び付けて⾃発的に考えるようになった
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＜⽬標＞
参加⼈数10〜12⼈

8⼈（内2名社会⼈）が参加
※台⾵の影響で1⼈が不参加（詳細参照︓p.18）

参加者が祭りの背景を学び、祭りの始まりから終わりまでを地域の⼈と共につくりあげ盛り上
げた経験を通じて、その価値を感じてもらえた
また、海とともに暮らす島の⼈々との体験を通して、島でのつながりの重要性やコミュニティの
あり⽅を改めて考え価値を⾒出し、第⼆の故郷のように佐島を再訪する参加者もいた



プログラム概要

プログラムの流れ

参加対象者

⼤学⽣

Ø 学ぶ
①祭りを通じて佐島と海のつながりについて学ぶ
②祭りと海の関連性（神輿が海に⼊る意味など）を学ぶ
③祭りを通じて海洋国⽇本における島同⼠の助け合い⽂化を学ぶ
④瀬⼾内海が育む島の⼈々の暮らしを学ぶ

Ø 体験する
① 3⽇間を通して様々な場⾯で祭りの担い⼿と交流する
②地元の⼈から佐島と海の関係・歴史の話を聞く
③佐島へ移住した⼈々の暮らしぶりを⾒て話を聞く
④地元の海の幸を島の⼈と⼀緒に実際に調理して⾷べる
⑤佐島を⾃由に散策し各々の視点で島と⼈に触れる

祭り本番
祭りの後⽚付け
振り返り会

コンテンツ要素
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佐島での学習会
（佐島と祭りを学ぶ）

web説明会 兼
オリエンテーション

2019/10/9 2019/10/12,13,14



【振り返り】集客について

参加募集チラシ
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参加者属性・参加ルート
No. 属性① 属性② ⼈数 参加ルート

1 早稲⽥⼤学 社会科学部 1名 前年度釜⽯参加者からの紹介

2 ⼤正⼤学 地域創⽣学部 1名 マツリズム関係者 経由

3 武蔵野美術⼤学 造形学部 1名 SNS・メディア 経由

4 岩⼿⼤学 ⼈⽂社会科学部 1名 SNS・メディア 経由

5 東北芸術⼯科⼤学 デザイン⼯学部 1名 SNS・メディア 経由

6 福⼭⼤学 ⼈間⽂化学部 1名 マツリズム関係者 経由

7 社会⼈（台湾） 1名佐島でインターン経験あり 2名 マツリズム関係者 経由

8 早稲⽥⼤学 留学⽣ 1名 マツリズム関係者 経由
※台⾵のため⽋席



祭り当⽇のプログラムについて

イベント概要

イベント名称 海の祭で『つながる』を体感する in 瀬⼾内佐島

開催⽇時 2019年10⽉12⽇（⼟）、13⽇（⽇）、14⽇（⽉）

開催場所 愛媛県越智郡上島町

参加対象者 ⼤学⽣

参加者数 ⼤学⽣8名、スタッフ5名

企画関係者 ⼀般社団法⼈マツリズム
汐⾒の家、佐島祭典委員会、上島町商⼯観光課

実施内容
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1⽇⽬

・集合（スタッフ紹介）
・昼⾷（⾃⼰紹介・海プロ説明・プログラム概要説明・移住者の話）
・⼋幡神社お参り（宮司さんの話）
・オリエンテーション（佐島と海の話・佐島の秋祭り事前学習）
・⾃由散策（⼼に響く写真を1枚撮影）
・⼣⾷（参加者と地元の⼈で海の幸を⼀緒に料理）
・懇親会で祭りの担い⼿と交流
・宵宮祭（だんじり担ぎの練習）

2⽇⽬ ・佐島の秋祭り 市内渡御︓だんじり担ぎ、神輿海中禊ぎ
・懇親会で祭りの担い⼿と交流

3⽇⽬
・後⽚付け（お世話になった地元の⽅へ参加者より御礼の挨拶）
・昼⾷
・振り返り会
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祭り当⽇のプログラムについて

配布物
しおり、海プロ説明リーフレットを配布しました。

＜しおり＞
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※当⽇変更内容
・台⾵19号の影響でプログラム当⽇の移動が困難になるため前⽇中に福⼭へ移動してもらい、当⽇の集合
場所を新尾道駅ではなく福⼭駅へ変更した



祭り当⽇のプログラムについて

当⽇の様⼦

地元の⽅から佐島と祭を学ぶ

特別に神輿を担がせてもらい海で禊ぎ

海の幸を皆で調理、島暮らしを体験

港で昼⾷を⾷べながら振り返り会地元の⽅と祭の⽚付け、御礼の挨拶

集合写真（佐島港にて）
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＜1⽇⽬＞

＜2⽇⽬＞

＜3⽇⽬＞



認識の確認① 認識の確認と共有② 認識の確認と共有③

1⽇⽬
オリエンテーション
佐島と祭りの学習

全⾏程中
ミッションを遂⾏
地元の⼈から話を聞く

3⽇⽬
佐島港と汐⾒の家にて
振り返り会

祭り当⽇のプログラムについて

学びを深める取り組みについて
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今回のプログラムでは、1⽇⽬のオリエンテーションにて上島町の教育委員会の
⽅・佐島秋祭りの祭典委員会の⽅・佐島へ移住して⽣活している⽅から佐島
（海との関係や歴史）と祭りについて学ぶインプットの時間を⼗分に設けた。
全⾏程を通して⼼に響く写真の撮影や佐島の謎（海、⼈、島のつながり）を
解くミッションを与え、実際に⾃分達の⾜で動き⾃発的に地元の⼈達とコミュニ
ケーションをとる機会を創出した。
最終⽇には、事前学習と⾃らの⾏動を通して収集した情報を元に、⾃分⾃⾝
で得た気づきと学びを全体に共有してもらった。今回の参加者は⼤学の学部や
国籍など多様性に富んでおり、それぞれ独⾃の視点での個性的なアウトプットと
なり、体験だけでなく他の参加者から刺激を受けた⼈が多かった。

Ø オリエンテーションで地元の⽅が作成してくれた⼀部資料

佐島秋祭り 佐島と海、塩⽥の歴史 祭りの唄



学びを深める取り組みについて
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＜振り返り会︓全プログラム終了後佐島港と汐⾒の家にて＞
1．3⽇間の⾏程の振り返り
2．ミッションの回答（佐島における⼈・海・島のつながりについて）
3．プログラムを通して得た気づき・学びの共有
4．チェックアウト

佐島の⼈々のつながり
・ 道を歩いて知らない⼈とすれ違う時も⾃然に挨拶して挨拶を返す、⼈同⼠のつながりが良かった
・散歩中に初めて出会った島の⼈に思い切って声をかけてみたら、⾊々話してくれて⼭を案内してくれた。佐
島の⼈は優しい
・宵宮祭の予⾏練習の時に、⼦供も⼤⼈も真剣な姿をみて誇りを持ってやっているんだと⿃肌がたった
・普段「外国⼈」というレッテルが貼られている状態だけど、だんじりを⼀緒に担ぐ時にはそれが外れて⼀体に
なる。佐島の⼈達は多様性を受容してくれる、佐島の祭りはとても温かい
・懇親会であまり話さなかった担い⼿さんが翌⽇祭りで会った時笑顔で⼿を上げてくれ、それが嬉しかった
・ お祭りでだんじりを担いで町を練り歩きながら⼿を振ると、⾒ている⼦供達やおばあちゃんが⼿を振り返して
くれて嬉しかった

振り返り会コメント

佐島と海（⾃然）のつながり
・ ⾃然と⼈の繋がりを感じることができた
・佐島の⼭の麓でとても⼩さな⽯地蔵を発⾒した時⾃分の地元では台⾵で⾶ばされてしまうと思い、地元と
佐島を⽐較する事ができて、ここは災害の少ない⼟地なんだなと思った。そんな穏やかな⼟地だから佐島の
⼈達はとても穏やかで優しいのかもしれない
・佐島の祭りだけ神輿が海に⼊るのは、20〜30年前にやるようになったから。馴染みのある海に⼊って祭りの
パフォーマンスを⾼めるという⽬的でもあると思った
・ 1⽇⽬の⾃由散歩で佐島の奥の⽅まで歩き、海の近くにすぐ農園（柑橘系）があり、珍しく印象的だった
・神輿で海に⼊るというのは初めての経験で、とても神聖な気持ちがした
・⼋幡神社の境内が砂浜のようになっているのは、移転前の神社の場所が海に近い場所にあったからなので
はないか
・散歩中、ハチの巣退治に出かけるおじさん集団に出会った。海の近くでふざけ合っていて、これから危険な
事をするようには⾒えなかった。こういう穏やかな海の傍で育ったからいい関係が作れるのかもしれない
・散歩中、⼭に登ったら、⼭の中に⼈が通りやすいよう獣道が作ってあったり、頂上には明らかにDIYのベンチ
とテーブルがあった。他の地域では⾃然の管理は⾏政の仕事となりやすいのに、佐島の⼈達は佐島の⾃然を
放置せず⾃分達で管理して⽇常を豊かにし、佐島と⼈⽣を豊かにしている
・海を⾒るとすごく穏やかな気持になる。佐島の⼈々に触れて、穏やかな瀬⼾内海にある佐島だからこそ、
地元の仲間同⼠と穏やかな関係性がつくれるのだと思った

祭り当⽇のプログラムについて



振り返り会コメント
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島同⼠のつながり

学び/気づき
・⾃分の地元の祭りをどうやって残していくか、そのヒントが得られた気がする。やはり外の者が⼊っても祭りは
その地域の⼈のもので、サポートに徹することが⼤事だと思った
・ここで同世代の仲間に出会って刺激を受けて、アルバイトをやめることを決めた。お⾦が貯まっても経験はた
まらないから、もっと外に出て活動する
・佐島の秋祭りはとても楽しかったが、なぜ⾃分は初めて来た島の祭りに参加して地元の祭りに参加していな
いのか、違和感を感じた。来年は絶対地元の祭りに出る
・お祭り、とても疲れたけれどもしばらく経ったらまた来たい。そう思わせるところがお祭りの魅⼒だと思った
・⽇常の中に⾮⽇常のお祭りという「間」を作ることで、⼈や地域のまとまりつくるのだろうと思った
・他のお祭りに⾏ったことあるのと聞かれて「ない」と答えてそう思っていたが実は⾊々⾏っていることに気づいた
・若い⼈たちが来ただけでとても喜ばれる。喜ばれるってとても⼤事だと実感した
・地元の同年代の⼈もいたけれど、すごく真剣に全ての瞬間全⼒でやっていて、彼らみたいな振る舞いは⾃
分にはできないと思った
・いま（振り返り中）は、想いが強すぎで⾔葉にならずもどかしい気持ちだが、こんな貴重な経験ができて私
の三年間（以前佐島でヘルパーをしていた）が完結した気がした。
・僕はだんじりを⼀⽣懸命担いだ。それは地域のため、神様のため、そして彼⼥（同⾏した台湾⼈の⼥
性）のために。LOVE & PEACEの気持ちであふれている。

・祭りの時の島同⼠の助け合いのつながりがすごかった
・橋がつながっていなくて普段顔を合わせる機会のない島の⼈同⼠でも、祭りを通じてつながることができる。
とてもいい機会だと思った
・祭り中、佐島の祭りの法被を着ている⼈しか祭りの唱を唄っていなかった。それは、外部の⼈は佐島の祭り
を尊敬し、佐島の⼈は⾃分達の祭りだという誇りを持っているということなのかと思った

プログラム体験後の⾏動変容
Ø 佐島という瀬⼾内海の離島の魅⼒を感じた参加者が多く、体験プログラム終了後も滞在
した参加者と1か⽉のうちに再訪した参加者がいた

Ø 東京都内で開催される離島のイベントに、佐島の⼈に会うため来訪した参加者がいた
Ø 当プログラムに参加した⼤学⽣が⾃発的にマツリズムを⼿伝ってくれるようになり、実施報
告会では当⽇スタッフとして貢献してくれた

Ø 地元の⽅の温かさに触れ、地元の⽅がくれた太⿎のバチを使って卒業制作を⾏う予定の
参加者がいた

Ø ⾃分⾃⾝が体験することで学びが深くなると気づき、アルバイトを辞めて様々な体験をしよ
うと決めた参加者や、⾃分⾃⾝の⾜で学びを得るため⼤学の休学を迷う参加者がいた

祭り当⽇のプログラムについて



PRについて

【成果】メディア掲載
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No. メディア名 媒体⼿段 放送⽇・掲載⽇
1 愛媛新聞（プログラム告知） 新聞 2019年10⽉2⽇
2 愛媛新聞 新聞 2019年10⽉20⽇
3 南海放送 テレビ 2019年10⽉25⽇
4 NHKworld インターネット、NHKBS1 2020年1⽉23⽇

Ø 愛媛新聞 Ø 南海放送

【成果】オリジナルPR動画の作成

Ø NHKworld 「RISING」
https://www.youtube.com/watch?v=xqiEpyjun8g

https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/v
ideo/2042093/

https://www.youtube.com/watch?v=8KhnSn9OrMs&t
=4s

https://www.youtube.com/watch?v=WyGRHLz6mJg

【3分動画】 【10分動画】

https://www.youtube.com/watch?v=xqiEpyjun8g
https://www3.nhk.or.jp/nhkworld/en/ondemand/video/2042093/
https://www.youtube.com/watch?v=8KhnSn9OrMs&t=4s
https://www.youtube.com/watch?v=WyGRHLz6mJg


PRについて

プレスリリース
＜プレスリリース⽇＞2019年10⽉3⽇

振り返り

Ø NHKworldによるマツリズム代表密着取材について、事前の打ち合わせで佐島のプロジェク
トを強く提案した結果、取り上げていただくことができた。全世界160カ国の配信なので⾮
常に⼤きな成果を得ることができた。

Ø 関係者の紹介で事前に⾜を運び事前に挨拶させてもらった愛媛新聞に取材してもらい⼤
きく取り上げていただくことができた。メディアに取り上げてもらうために、こうした事前の根回し
とこまめなコミュニケーションは必要と感じた。
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その他成果

【成果】上島町の地域づくり資料への掲載・イベントでの発信
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Ø 上島町の地域づくりのシナリオ
※マツリズムについて書かれたページのみ抜粋

2019年11⽉12⽇に上島町⼸削地域交流センターにて開催された「中国・四
国圏の持続可能な地域づくりシンポジウム」にて、当プログラムで⼤変お世話に
なった佐島の秋祭りの祭典委員⻑が、上島町役場よりパネリストとして登壇。そ
の際に使⽤した資料の中で、当プログラムが取り上げられた。



その他成果

【成果】海の祭ismプログラム地域向け上映会（延期）
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Ø 佐島祭典委員会が作成したチラシ

• 当プログラム終了後、佐島の秋祭り祭典委員会⻑から島の⾼校⽣に祭り
に参加してもらいたい（現在参加している⾼校⽣はほとんどおらず、海の祭
⼤会議のワークショップでも⼤きな課題の⼀つとして挙げられた）旨相談を
受け、⾏政とタッグを組み地域住⺠へ向けて当プログラムの動画を活⽤した
上映会を企画、準備を進めていた

• 映像として⾃分達の島の祭りの魅⼒を感じてもらうとともに、当プログラムへ
参加した⼤学⽣より佐島の秋祭りの体験を⾔語化してもらい、⾼校⽣と年
齢の近い地域外の若者から佐島と祭りの魅⼒を伝え、地元の若者が祭りに
参加する機会創出を狙った

※ 2020年2⽉22⽇に実施予定だったが、新型コロナウイルスの影響により
開催直前に延期が決定



プログラム振り返り
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Ø直前まで台⾵の対応がバタバタしていたが⼀番良い形にできた
Ø学⽣たちの協⼒が得られて無事に催⾏できたが、それを促した事前オリエンテー
ションの存在が⼤きかった

Ø学⽣たちの負担を少なくするために集合場所を変更したこと（新尾道→福⼭）
Ø散歩の時間を⾃由⾏動にしたため、それぞれ参加者⾃⾝の考えのもとに動くこと
ができた

Ø1⽇⽬⼣飯の⽀度を参加者が主体となり⾏うことで、⾃発的にコミュニケーション
をとり各々の役割を⾒つけ全うするなど、祭り前に仲間同⼠のチームワーク⼒を⾼
めることができた

Ø円陣のデモンストレーションを⾏い実際に全員で実⾏、マツリズムらしく団結⼒を
⾼めることができた

Ø事前交渉の甲斐があり、本来は休み予定の昼⾷場所を確保でき、移住者の貴
重な話を聞くことができた

Ø祭典委員の⽅のご厚意で、オリエンテーションで事前に祭りの唄の練習ができた
Øスタッフの役割を明確に決めていたため、当⽇スタッフの動き出しがスムーズだった
Ø未成年に対して飲酒させないよう徹底したため、地元の⽅も協⼒してくれた
Ø祭りの担い⼿が参加者たちにすごくオープンに接してくれ、積極的に関わってくれた
Ø地元の⽅のご厚意で、特別に神輿を担いで海に⼊れてもらえた
Ø密着取材なども⼊り気を遣う事が多い中で、当⽇スタッフの明るさが参加者達を
盛り上げた

Ø⽚付け後のセレモニー（参加者と地元の⼈の感謝会）ができてよかった
Ø参加者の感想を地域側に対してすぐフィードバックができるなど、事後対応が迅
速にできた

Ø宮司のご⼦息が「祭りの未来が⾒えた」と⾔っていた

【振り返り】良かったこと



プログラム振り返り
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Ø直前に作業をやることが多く、寝不⾜で体調不良に。もっと計画的に動き、互い
に声を掛け合うべきだった

Ø前⽇⼊りして現場対応しているスタッフに代わり、学⽣たちからのメール返信など
の事務作業をリモートで対応できる⼈がいると良かった

Ø台⾵の影響で集合場所の変更や当⽇スタッフの遅れなどイレギュラーが発⽣し、
スタッフの負担が増えた

Ø別ルートで到着している参加者へ、連絡を⼊れることができなかった
Ø1⽇⽬ランチの際の段取りが悪く、結果的にまとまりがなくなってしまった
Øオリエンテーションのゲストの⼈選を誤ってしまった（事前にお願いしていた内容が
うまく伝わっておらず海についての濃い話を聞けなかった、他の⼈と話が被った）

Øオリエンテーションの時間管理をもっと厳しくすべきだった
Ø調理中に参加者が包丁を使っているのにスタッフがその場におらず地元の⽅に⼤
きな負担を掛けてしまった

Øメディアの⼈たちのご飯や宿泊について事前に全て把握しておくべきだった
Ø13⽇の懇親会後、参加者が会場に残ったまま宿に戻ってきてしまった
Ø担い⼿の⽅たちと合流するのに遅刻が多かった
Ø参加者のコントロールが難しかった（精神的に不安定だったり意図を理解しても
らえなかったり）

Ø神社訪問時に宮司と段取りがしっかりできてなく迷惑をかけた
Ø1⽇⽬⼣⾷の準備開始時間が遅く、⼣⾷時に写真共有もできず急いで⾷べる
こととなった

Ø地元の⼈や参加者のメディア負担が⼤きかった。過剰なインタビュー対応や事前
通知を徹底するべきだった

Ø適時にTwitter、インスタグラムの発信をもっとするべきだった
Ø振り返りの段取りを事前に決めておくべきだった
Ø3つのミッションを活⽤し、祭りの担い⼿へ参加者がインタビューする体験を作れた
らよかった

Øもう少し唄の練習や祭りを楽しむ準備ができたら良かった（唄の練習時に動画
を準備するなど）

Ø参加者の体⼒など状況に応じてプログラムを柔軟に変更できる余地を残してお
いた⽅が良かった（スケジュールを詰め込みすぎた）

改善点/反省点/今後に向けて【振り返り】改善点/今後に向けて



実施報告会について

イベント概要

実施内容
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タイトル 海の祭⼤会議2019

⽬的・ねらい
⽇本全国の「海にまつわる祭の担い⼿」が集結して交流する、⽇本で
初めての試み。各地の祭の魅⼒を知り、それぞれの祭の発展や未来を
つくっていくための意⾒交換を⾏い、これまで知らなかった「海の祭」の魅
⼒と可能性を探り発信していく場

⽇程 2019年12⽉7⽇

開催場所 ⽇本財団ビル8F（東京都港区⾚坂1-2-2）

参加⼈数 49名（海の祭の担い⼿・⼤学⽣・社会⼈。佐島の秋祭りの担い⼿2
名、当プログラム参加者3名を含む）

報告⽅法

イベント内今年度のプロジェクト、体験プログラム実施報告にて、マツリ
ズム代表より本プログラムの内容・成果についてイベント参加者へ向け
て発表。佐島の秋祭りで2019年に祭典委員⻑を務めた⽅とそのご⼦
息の2名、参加⼤学⽣1名にも登壇してもらい、感想に加えて地域や
⾃分⾃⾝の意識にどのような変化があったかを発表してもらった。

告知⽅法 「海の祭ism」プロジェクトで今年関わった祭の担い⼿と体験プログラム
参加者へ直接連絡（メール、SNS等）

16:00  受付開始
16:30  開会・オープニング

第1部 ゲストトーク
第2部 海の祭ismプロジェクト報告

・海の祭体験プログラム
・祭りの実態調査結果
・海の祭訪問／取材

第3部 祭の課題解決ワークショップ
19:00 懇親会
20:00 終了



当⽇の様⼦（海の祭⼤会議体験プログラム実施報告）
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実施報告会について

2019年度プロジェクト報告 体験プログラム実施報告

佐島で⼤きな意識変容のあった学⽣ 佐島の秋祭り祭典委員⻑親⼦が登壇

佐島参加学⽣がスタッフとして貢献 WSで発⾔する佐島の秋祭り参加者


